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 Ｃ地区伐採協議                           
  （淀川河川公園大山崎地区）                 山崎管内河川レンジャー 
                                           東 親志 
 
－Ｃ地区の竹林伐採状況について－ 
 
■竹林伐採目的 
 Ｃ地区（小畑川沿い）におけるヒメボタルの生息環境の保全のため、年間５００本程度の竹の伐採
を行うとともに、発芽するタケノコや草本類の伐採など維持管理を行う。 
 
■竹林伐採状況 
１．竹林伐採計画の説明 
  ８月２日：山崎出張所 鉈橋所長へ竹林伐採計画について説明。 
 
２．伐採地の踏査 
  ８月２日：淀川河川公園大山崎地区内の小畑川沿いにある竹林（通称 
      Ｃ地区）の現地踏査。 
    ・竹林（マダケ）の伐採箇所の現状把握、伐採エリアの設定。 
 
３．伐採準備 
  ８月３～４日：伐採する竹へのマーキング。 
 
４．伐採箇所へのアプローチ道の開削、竹林伐採 
  ８月１７日：アプローチ道の開削、伐採作業。 
    ・緊急道路から竹林内へ侵入および伐採竹の運び出しのため、林 
     縁部のマダケや草本を伐採した。 
    ・マーキングされた竹の伐採開始。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       マーキング状況          伐採した枝葉の集積予定地（エコスッタク） 
 
  ８月１８～１９、２２～２６、２８日：伐採作業、枝葉払い、４～５ｍ程度の長さに揃える。 
  ８月２８日：竹林で伐採作業中にスズメバチに遭遇したため、作業中止。３００本伐採。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    竹林伐採状況（整備途中）          伐採した竹（マダケ：約３００本） 

アプローチ道
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  ９月３日：スズメバチの巣を特定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     スズメバチの巣周辺状況             スズメバチの巣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     スズメバチの巣確認場所              スズメバチの巣 
 
５．今後の予定 
  ９月９日  伐採竹の搬出作業開始。（約３００本） 
  ９月１６日 ＜レンジャー活動＞地域住民等参加による伐採竹の搬出、竹林内整備作業。 
  スズメバチの活動が低下する１１月頃から、残り２００本の竹林の伐採と整備を再開する。 
 
６．伐採地の維持管理 
  Ｃ地区のマダケ伐採地は、ヒメボタルの生息環境の保全のため、適切な間伐によりマダケの育成 
 を行う。タケノコが出る４月には、タケノコの伐採を行い、定期的に林床に発芽する草本類の伐採 
 を行う。 
  また、「注意喚起看板」を設置し、竹林の維持管理地であることを明示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         注意喚起看板例 
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「エコスタック」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：「公共施設における緑地等の整備及びその管理、並びに市民参加型自然環境調査手引き書」 

                                    （環境省 平成２１年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：国交省八ッ場ダム工事事務所ＨＰ 
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          図－１ 竹林の模式断面図 
 

伐採の実施 
(緊急道路沿い３ｍ幅程度) 

＜Ｃ地区伐採方針＞ 平成 26 年策定 
■伐採の実施 
ヒメボタルの生息環境保全を踏まえ 
(順応的管理：検証しながら) 
★基本的事項 
・エノキ、ムクノキの大木は残す 
・一斉に伐採せず、検証しながら実施 
 
当面、このエリア限定で、以下の伐採を
試み、様子をみる。 
1.伐採(抜根) 
 竹の根などすべて抜いた伐採の実施 
2.50ｃｍ程度残し伐採 
 環境の急激な変化を緩和させるため 
 ある程度の高さで残す 

小畑川 

Ｃ地区 

伐採の実施


